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■知的障害の状況や程度に応じた指導の在り方の研究

〇目的

知的障害特別支援学校の小・中学部の教科指導と各教科等を
合わせた指導の関係や考え方、普通学級における自立活動の考え
方を整理し、知的障害の状況や程度に応じた指導の在り方を示す。

〇具体的な施策

都立知的障害特別支援学校における各教科等の内容や設定する
授業時数の根拠を明らかにし、指導内容と指導時数の目安を検
討していく。

在り方研



■知的障害の状況や程度に応じた指導の在り方の研究

〇本校での取り組み

今まで「各教科等を合わせた指導」にて、児童・生徒の現在や近い
将来の生活場面を想定し、実際的・具体的な指導を行ってきた。こ
れまでの方法に加え、目標や内容を焦点化し、系統立てて指導を積
み重ねることにより、目標を確実に達成する授業を設定する必要が
ある。

・令和５年度より、小学部５年生、６年生において教科

「生活」を設定し、取り扱うこととする。

・令和６年度より、中学部において教科「社会」「理科」
を設定し、取り扱うこととする。

在り方研



■本校の研究（目的）
・「生活」「社会」「理科」を中心とした各教科について、

カリキュラム・マネジメントの視点から、教育課程に基づ

き、各種指導計画が作成され、実施し、評価を行う仕組

みを見直し、 高島スタンダードを確立する。

・担当者が変わっても教える内容が標準化、共通化され

ることを実現し、学校全体として組織的かつ計画的に

教育活動の質の向上を図る。



■カリキュラム・マネジメントの４つの側面（特別支援学校）

①教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容などを教科等横断的な

視点で組み立てていくこと

②教育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと

③教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制を確保するとともに

その改善を図っていくこと

④個別の指導計画の実施状況の評価と改善を、教育課程の評価と改善に

つなげていくよう工夫すること

カリキュラム・マネジメントとは、「教育課程に基づき組織的かつ計画的に各学校の教育活動の質の向
上を図っていくこと」です。さらに、実現していくための４つの側面として、以下のように整理されています。

引用：特別支援学校小学部・中学部学習指導要領 平成29年4月告示 第１章総則第2節４ ｐ.63（文部科学省）



■本校の研究（方法）

①学習内容を明確にした単元配列表の構築

②単元配列表⇒年間指導計画⇒単元の学習計画

の作成および教育課程におけるＰＤＣＡサイクル

の確立

③単元の学習計画の蓄積、3観点を踏まえた

学習評価の実施のシステム化



①教科：学習指導要領内容表
と本校での実践(単元）の対応、
照合および確認

②各教科等を合わせた指導：
教科との関連性
単元の系統性

国語・算数 国語・数学
生活単元学習
単元計画の蓄積
①単元の学習計画
②評価
③改善
④各教科と各教科等を
合わせた指導との関係
の検証

■1年目の研究

教科部会 学年研究会



■1年目の研究【教科部会】

【学習内容チェック表】
【学習内容表】

学習指導要領
との照合 学習内容の

書き出し

参考
福島県特別支援教育

センター
「学びの履歴シート」
（httpｓ：//ｓｐｅｃｉａｌ-ｃ
ｅｎｔｅｒ.ｆｃｓ.ｅｄ.ｊｐ/）



【成果】

・学習指導要領の構成や内容について各教科ごとに共通理解を図ることが
できた。

・学習指導要領に準拠した学習に取り組むことができているか見直すこと
ができた。

【課題】

・学習指導要領に対応して、取り扱うことができていない学習内容がある。

■１年目 【教科部会】研究の成果と課題



■1年目の研究【学年研究会】

【単元の学習計画様式】

1学期：国語・算数・数学
2学期：生活単元学習
での単元計画の蓄積

⇓
各教科と

各教科等を合わせた指
導の関係を検証

教科横断的な視点
による検証



【成果】

・「単元の学習計画」のシステム化された様式のもと、「計画→実施→評
価→改善」を進めることができ、効率的、効果的に授業を実施および評価
できた。

・単元の学習計画に３つの評価基準を立てたことで評価が細かくなり、改
善が具体的になった。授業をきめ細かく工夫することにつながり、児童の
状態や特性、興味に応じた適切な授業を構築することにつながった。

【課題】

・取り上げた2つの単元から教科の関係性や横断的な視点での検討を
行ったが、まだ不十分で範囲や視点を広げ、また他教科にも広げていく必
要がある。

■１年目 【学年研究会】研究の成果と課題



■2年目の研究課題

単元配列表の構築

基準性、系統性、教科横断的視点のある
年間指導計画の作成



①教科：単元配列表の作成

年間指導計画の作成

（１）基準性のある学習内容

の検討

（２）教科の学年配列表の

作成

（３）学年の系統性のある学

習内容の検討

学年の教科配列表の作成
（１）教科横断的な視点での
    検討
（２）教科と合わせた指導の
関連性

■2年目の研究

教科部会 学年研究会



■２年目の研究【教科部会】 単元配列表作成の取り組み
学習指導要領に基づき

学習内容・単元の開発と精選
教科の単元配列表
作成（例：生活）

Ｒ4教科部会
【学習内容表】

Ｒ5教科部会
単元の開発



〇単元配列表作成の取り組み

・令和４年度「学習内容チェック表」 「学習内容表」「学習指導要領」
から項目（学習内容と目標）の整理

・取り扱うことができていない単元の開発

・教科書（☆本）から単元を作成

・学習指導要領の段階に応じた単元の配列を検討

■２年目 研究の経過
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生活
単元配列表

①学習指導要領
学習項目および
学習内容

②学習の段階

③☆本に準
拠した単元を
配置

学校

社会の仕組み
と公共施設
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①学習指導要領
学習項目

②学習の段階

①生活
学習指導要領
学習内容

特別支援学校学習指導要領解説
各教科等編（小学部・中学部）
各教科 生活 Ｐ.51

特別支援学校学習指導要領解説
各教科等編（小学部・中学部）
Ｐ.552

①学習指導要領
学習項目
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生活
単元配列表

③☆本に準拠し
た単元を配置



②教科の学年配列表
学年での系統性

①教科の単元配列表
作成



学習指導要領の段階を２学年ずつに充てて内容を構成

小学部
１・２年

■単元配列表作成の取り組み

小学部
１段階

小学部
２段階

小学部
３段階

中学部
１段階

中学部
２段階

小学部
３・４年

小学部
５・６年

中学部
１・２・３年



教科「生活」 Ｒ5教科の学年配列表

月

各学年

小５

小６

各単元



②教科の学年配列表
学年での系統性

③学年の教科配列表（小５）
(シラバス）

教科横断的な視点での見直し



③学年の教科配列表（小５）(シラバス）
教科横断的な視点での見直し国語

算数

音楽

図画工作

体育

生活

生活単元学習



年間指導計画
（生活）

②教科の学年配列表

①教科の単元配列表

③学年の教科配列表
（シラバス）

①学習指導要領の
基準性
②学年の系統性
③他教科との関連性

が適切な年間指導
計画を作成できる。



・教科書（☆本）のあるものは学習指導要領の目標や内容が
具体化された中で、単元配列の検討をすることができた。

・Ｒ4「学習内容表」の単元から重複しているものの検討や取り
扱っていない単元の開発を☆本などの教科書を参考に取り入
れることができた。

・「教科の学年配列表」により学年としてよりふさわしい「題
材」や学年の系統性、順序性の検討を行うことができた。

■２年目研究の成果



■２年目 研究の課題

単元の学習計画での「学びの積み上げ」

・年間指導計画にまとめた単元の授業実践を通して、児童・生徒の学びの

様子（エピソード）を具体的に捉え記録し、観点別に評価し、評価基準と照

らし合わせることで、単元の妥当性を検証する。

効果的な指導形態の検証

・単元の学習内容において「教科別の指導」と「各教科等を合わせた指導」

のどちらで指導を行うべきか検証する。

【生活・理科・社会】



単元の学習計画の蓄積、

3観点を踏まえた学習評価の実施のシステム化

■３年目の研究課題

効果的な指導形態の検証

年間指導計画の妥当性の検証



<各教科の年間指導計画の妥当性の
検証>

各学年・各教科の授業の実施におい
て年間指導計画の内容・時期・時数等
が妥当かどうか、記録する

→教科部会で共有

→学年の教科配列表（シラバス）の

見直し

→R7年間指導計画 に反映

＜効果的な指導形態の検証＞

→単元網羅表の作成

<教科的見方・考え方のエピソード蓄積>
生活・理科・社会
→教科的見方・考え方の習得ができたと評価
できるエピソードを3観点の評価基準としてま
とめる
＜効果的な指導形態の検証＞
→教科として扱う内容の妥当性の検討

教科等合わせた指導 主に生活単元学習
→教科等合わせた指導の中で、生活・理科・
社会で扱う内容に繋がる単元ついて、エピ
ソードの蓄積

■３年目の研究

教科部会 学年研究会



■外部講師による助言・講演等

東京学芸大学
奥住 秀之 教授

5月 学年研究会の一部に参加・助言
6月 全校研修会講師
10月 授業観察 授業における講評・研究助言
2月 公開研究報告会 講演



〇年間指導計画の妥当性の検証

〇効果的な指導形態の検証

・8月と11月の2回に渡り、各教科部会ごとにＲ6年間指導計画の内容・
時期・時数等が妥当か検証し、共有を図る。

・生活、理科、社会の新しい学習内容確認表を作成。単元が学習指導要
領を網羅できているか確認。

■３年目【教科部会】研究の経過



８月Ｒ6年間指導計画の見直し①
（生活）

１１月Ｒ6年間指導計画の見直し②
（生活）





学習指導要領
学習項目

学習の段階

生活
学習指導要領
学習内容

学年
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学習指導要領
学習項目

学習の段階

生活
学習指導要領
学習内容

特別支援学校学習指導要領解説
各教科等編（小学部・中学部）
各教科 生活 Ｐ.51

特別支援学校学習指導要領解説
各教科等編（小学部・中学部）
Ｐ.552



単元のあてはめ

指導形態の確認
及び検証



単元のあてはめ

理科の年間指導計画
①学習指導要領
学習項目

①生活
学習指導要領
学習内容

中１ 水色
中２ 黄色
中３ ピンク
各教科等を合わせ
た学習 赤枠

②学習の段階



〇Ｒ7年間指導計画の作成および検証

・学年研究会でＲ6年間指導計画の変更を反映した学年の教
科配列表（シラバス）を検証し、見直しを図る。⇒Ｒ7年間指導
計画の作成に着手

・教科部会にて作成したＲ7年間指導計画の検証

■３年目【教科部会】研究の経過



変更点を反映した
Ｒ6年度学年の教科配列表(シラバス）
教科横断的な視点での見直し

見直しを図った
生活

Ｒ６年間指導計画



Ｒ7年間指導計画の完成
（生活）

④単元網羅表
（生活・理科・社会）

①教科の単元配列表

③Ｒ6学年の教科配列表

②教科の学年配列表



【成果】

・昨年度に引き続き年間指導計画を見直すことで、より学年の系統性や
順序性、教科横断的な視点が整った年間指導計画を作成することがで
きた。

【課題】

・授業時数によっては、教科別の指導だけでは学習の深まりが不十分な
学習内容がある。各教科等を合わせた指導などうまく組み合わせて実
施する必要がある。

・取り扱いきれていない学習内容について、どの指導形態で行うのか教
科間をまたいでの検証が必要である。

■３年目 【教科部会】研究の成果と課題



単元の学習計画の蓄積

指定された教科・教科等合わせた指導について

●4～10月で扱う単元の単元計画の作成

●教科的見方・考え方を働かせる

エピソードの蓄積

●個別の指導計画に準拠した評価基準の作成

●指導と評価の一体化できた単元の作成、

妥当性の検証

●効果的な指導形態の検証

■３年目【学年研究会】研究の経過

各学年指定の研究教科

の実施

小１～４→生活単元学習

小５・６→生活

中１→社会

中２→理科

中３→理科



5月・１０月の奥住先生の助言

5月：単元の様式：エピソードは三段階に分けて記入する。

今後の研究：単元網羅表の作成。

１０月：評価規準とともに三段階の評価基準も書く。

個別指導計画に対応していることを表現。

■３年目【学年研究会】研究の経過



■３年目 【学年研究会】研究の成果と課題

【Ｒ6年度版 単元の学習計画様式】

評価基準

学習評価

指導形態、学習内容について

習熟段階

習得段階

基礎段階

習熟段階

習得段階

基礎段階



単元の学習計画の例

44

〇小学部第６学年
生活 単元名「公共施設を調べよう」

単元目標

知識及び技能 思考力,判断力,表現力等 学びに向かう力,人間性等

①郵便局や図書館に関心を
もっている。
②郵便局や図書館の役割を知
ろうとしている。
③郵便局や図書館を利用する
際、ルールやマナーを守って
利用している。

④施設を支えている人たちが

いることがわかっている。

①郵便局と図書館、それぞれの役割を

知り、表現する。

②郵便局や図書館で働く人の役割を知

り、表現する。

①郵便局や図書館への関心をもちなが

ら、正しく利用する。
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〇小学部第６学年
単元名「公共施設を調べよう」

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評
価
規
準

①郵便局や図書館に関心をもっている。
②郵便局や図書館の役割を知ろうとして
いる。
③郵便局や図書館を利用する際、ルール
やマナーを守って利用している。
④施設を支えている人たちがいることが
わかっている。

①郵便局と図書館、それぞれの役割
を知り、表現している。
②郵便局や図書館で働く人の役割を
知り、表現している。

①公共施設を利用して生活している
ことに気づく。
②公共施設を利用すると自分たちの
生活が楽しくなることに気づく。

評
価
基
準

習
熟
段
階

①郵便局と図書館の場所が、これまでの
学習でわかっている。
②郵便局や図書館を利用する際のルール
やマナー意識して利用している。

①郵便局と図書館、それぞれの役割
と特徴を知り、新聞や言葉で伝えよ
うとしている。
②働いている人の役割を知り、発表
することができる。

①自分が生活している近くに公共施
設があることに気づき、意欲的に覚
えようとする。
②公共施設を利用することで得られ
る楽しさを知ることができる。

習
得
段
階

①動画や画像で確認すると、郵便局と図
書館の場所が分かる。
②郵便局や図書館の役割がわかる。

①郵便局と図書館、それぞれの役割
を知り新聞で表現しようとしている。
②働いている人の役割に気づくこと
ができる。

①自分が生活している近くに公共施
設があることに気づくことができる。
②公共施設を楽しく利用することが
できる。

基
礎
段
階

①郵便局や図書館を利用する経験を通し
て、役割が分かる。
②郵便局と図書館の場所が分かる。

①郵便局と図書館、それぞれの役割
を新聞に表現しようとする。
②働いている人に気づくことができ
る。

①身近な公共施設を知ることができ
る。
②公共施設を利用することができる。



〇小学部第６学年
単元名「公共施設を調べよう」

エピソード

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

習
熟
段
階

・公共施設を利用する際のマナー
として、「静かにするよ」と他の
児童に教えてあげる姿が見られた。

・郵便局や図書館は「何をする場所
か」の発問に、「図書館は本がたくさ
んある」「郵便局は手紙を届けてくれ
る」など、適切な役割を発表すること
ができた。
・郵便局の画像を見て、「郵便局、手
紙を出すところ」と答えることができ
た。
・手紙を書くときに必要なことを正し
く答えることできた。

・郵便物が届く様子を興味をもってみ
ていた。
・手紙に興味をもち、後日、他のクラ
スの友達に手紙を書いて渡していた。

習
得
段
階

・図書館では、マナーを守って静
かにに本を読むことができた。

・友達の写真を近くにおいて、イラス
トを貼ったり、書いたりして手紙を完
成させることができた。
・「〇〇くんに出したい」と教員に伝
えることができた。

・「ゆうびんやさん」といいながら、
赤い帽子を被って、ポストから手紙を
運ぶようなごっこ遊びをしていた。

基
礎
段
階

・図書館、郵便局の画像や動画に
注視して見ることができた。

・図書館にある物、郵便局にある物を
正しく分類することができた。

・ポストに手紙を出すところに興味を
もって見ていた。
・手紙が届いて嬉しそうにしていた。



【成果】

・指導形態について、教科別の指導を実施することで学習内容を深めて
指導にあたることができたことから、効果的であることが分かった。

・単元計画に３段階の評価基準を立てたことで、個別指導計画と繋げやす
く、評価の観点が明確になり、学習評価がしやすかった。

【課題】

・扱う単元によっては、教科別の指導で扱う内容と各教科等を合わせた指
導で扱う内容を分けて関連付けるなど、効果的な指導形態についてより
整理できると良い。

・評価規準の根拠が不十分であり、妥当性や信頼性について今後も引き
続き学年や組織といった学校全体で検討が必要である。

■３年目 【学年研究会】研究の成果と課題



【成果】

・研究の目的を達成すべく、研究の方法として掲げた

①単元配列表の構築

②教育課程におけるＰＤＣＡサイクルの確立

③単元の学習計画の蓄積

を実施することができた。

【課題】

・3観点を踏まえた学習評価の実施のシステム化に関して、教科的な見方・考え
方の理解や、評価規準の根拠が不十分であり、今後も学校全体で検討する場が
必要である。

・指導形態について、教科部会でのさらなる検証や教科間をまたいでの検討が
必要。引き続き学校全体で組織的に検討し、取り組んでいく必要がある。

■研究の成果と課題



■高島特別支援学校におけるカリキュラム・マネジメント
を踏まえた教育課程の編成及び評価（高島スタンダード）の図

教員

学年研究会

教科部会
学年研究会

校長
教務部等
学校組織

単元配列表

年間指導計画

単元の学習計画

授業

個
別
指
導
計
画 評価

評価

評価

評価

評価

改善

評価基準

学校教育目標

教育基本法・学校教育法

特
別
支
援
学
校
学
習
指
導
要
領

改善

単元網羅表の活用

単元の学習

計画の蓄積



・本校のカリキュラム・マネジメントのシステム、高島スタンダードは単元配列表、
単元網羅表、個別指導計画、年間指導計画を学校全体で組織的、計画的に作
成し、この４つのツールを上手く組み合わせることで、維持・改善されていく。

・研究開発する過程に全教員が関わることで、教育課程を意識し、学校全体で
「カリキュラム・マネジメント」を考えるようになった。

・高島スタンダードはこれで完成し終わりなのではなく、今後も移り変わる年月
の中で、その年、時代に合わせて毎年見直し続けていくことが大切である。

・学年会や教科部会、校務分掌といった学校組織が連携し、学校全体として取
り組むことができる仕組みづくりが重要である。

・今後も引き続き、この整理したカリキュラム・マネジメントの仕組みを生かし、教
育活動の質の維持・向上を図っていきたい。

■研究のまとめ
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